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「グリーンコンテンツ」の再定義

• そもそもの”green contents”とは？
– green journalに掲載された「論文」を機関リポジトリに搭載したもの
– 研究データや博物館資料、紀要などは対象（想定？）外

• だが・・・
– Green（研究機関） vs Gold（出版者）
– 若葉が青々と育つイメージ = “コンテンツの拡大”を連想

そこで、本セミナーでは

「学術研究機関が機関リポジトリ等におい
て公開・発信する学術コンテンツ」

として再定義。



オープンアクセス

• オープンアクセスの定義は・・・

– “Budapest Open Access Initiative” (2002年2月)
• 「・・・インターネット上において無料で利用可能であ

り・・・合法的目的のための利用が・・・財政的、法的ま
た技術的障壁なしに、誰にでも許可されること」

• 「・・・著作権が持つ唯一の役割は、著者に対して、そ
の著作の同一性保持に対するコントロールと、寄与の
事実への承認と引用とが正当になされる権利とを与え
ること・・・」

参考：http://www.budapestopenaccessinitiative.org/boai-10-
translations/japanese-translation-1

“著作者の明示”、“正当な評価と引用”
のみを要求

“無料”かつ“誰でも利用できる”
点を強調



Open Access map
http://www.openaccessmap.org/

オープンアクセスの広がり



オープン”アクセス”から
オープン”サイエンス”へ

• オープンサイエンスとは
– ICTの発達により生まれたアプローチ

– 新たな知の創造プロセス
• 従来の論文のオープン化に留まらない

• 根拠となるデータ、研究プロセスの公開

• この概念の広がりは・・・
– 異なる分野へのイノベーションの引き金に

– 利活用の促進、公共への還元



本セミナーの位置づけ

オープンサイエンスに期待されること
– 知識の循環、再利用によるイノベーション

⇒ 他業界との連携促進

つまり、データの連携、管理手法の検討を目
的とする本セミナーは、オープンサイエンス活
動の一環。

では、なぜ「データ」が重要なのか？



「データ」とは？

• 博物館における「データ」
– 資料画像データ

– メタデータ

• 研究・観測データ
– 数値データ

– テキストレコード

– イメージ・ビジュアルデータ

– メタデータ

様々な研究の根拠・成果



ビッグデータが拓く新しい科学研究の在り方. 
http://www.ism.ac.jp/~nobuo/BIGDATA/20130
527-Kitagawa.pdf

アカデミック・ビッグデータの
効果的な開発と利用



データ駆動型の研究

経済産業省HP（一部改変）:
http://www.meti.go.jp/press/2014/06
/20140609004/20140609004.html

論文・
書籍等

研究データ 研究データ

研究者

保存・公開を担う
”プラットフォーム”の重要性



一方では

豊田哲郎. 理化学研究所生命情報基盤研究部門平成２１
年１１月１３日委員会用資料
https://database.riken.jp/sw/pic/ja/cria42s2ria42s184i/



データ保存・公開の意義

• データ保存・公開は、

– “オープンサイエンス”の前提

• 異なる分野へのイノベーションの引き金

• 公共への還元

– （共有による）研究の効率化

• 国際的プロジェクトなど

– 研究不正への対応

• 研究の透明性

• 「再現可能性」を高める



海外での活動

公開支援：

大学図書館の取り組み：

参考：http://oui-oui.jp/2014/09/rdm/



データの業績化

NSF（米国国立科学財団）
2013年1月から業績としてデータを記載可能に
“Publication” → “Products”

“GPG Summary of Changes”. NSF 13-1 January 2013

リユースファクター（提案）
データやコードの引用によるインパクトを測定

Hahnel, M. The reuse factor. Nature. 16 October 2013, 
502(7471), p.298. doi:10.1038/502298a

転載元：
「オープンサイエンスを支えるデータライブラリアン」
http://www.slideshare.net/ikeuchiui/2014-41488937
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国内での取り組み

大学博物館等と連携しなが ら、データリポジトリの普及を実践（2012？～）

研究データへのDOI付与実験プロジェクト（2014.9～）
管理組織や体制の整備



データ管理を巡る国内動向

• 国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検
討会
– 内閣府、2014年12月～

• 科学技術情報整備審議会/第四期科学技術情報整備
基本計画策定に向けた基本方針検討部会
– 国立国会図書館、2014年12月？～

• その他
– 日本学術会議学術フォーラム（2015年3月4日）

• 「科学を変えるデータジャーナル － 科学技術データの共有・再利
用の新たなプラットホーム構築へむけて－」



で、日本の図書館は？

蚊帳の外？



機関リポジトリによる
データの取り扱い現状

IRDBコンテンツ分析（2015年1月現在）：
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php



機関リポジトリ推進委員会
コンテンツWGでの活動

1. 2014年8月 WG発足

2. 2014年11月 総合展での研究集会発表

3. 2015年2月 国際WGとの共同による

IDCC (International Digital Curation
Conference) 参加

1. 2015年3月（予定） 報告書作成



研究データの動向把握及び試行収集
班のタスク

1. なぜ図書館が研究データを扱うのか？を明
らかに

2. （主に海外の）研究データ管理の動向調査

3. 学術雑誌論文の機関リポジトリ登録に併せ
た、付随データの公開勧誘方法の検討
（2014年12月～）
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なぜ図書館が研究データを扱うの
か？を明らかに

• 研究データ保存・公開の意義
– オープンサイエンスの前提
– 共有による研究の効率化
– 研究不正への対応

• なぜ大学図書館が研究データを扱うのか？
– 大学図書館本来の役割に合致

• 大学設置基準第38条

– データリポジトリのニーズ
• 資料の組織化・機関リポジトリ運営の経験
• 専門家集団による、保存の持続性担保

参考：日本における研究データリポジトリへの課題・調査経過報告
http://id.nii.ac.jp/1280/00000020/



（主に海外の）研究データ管理の動向
調査

• 機関のポリシー
– 助成機関から出されているテンプレートの試訳
– 海外大学の実例

• メタデータ
– 研究データのメタデータ標準とJuNii2の比較

• DataCite、DIF、etc...
• JaLC2の動向

• システム面
– 適切なプラットフォームの検討

• DSpace？CKAN？
• JAIRO Cloudの可能性



海外機関からの情報収集

• 2014年11月4～6日
– 英国エジンバラ大学図書館、Digital Curation Centre

との情報交換

• 2015年2月9～12日
– International Digital Curation Conferenceへの参加・

発表

• 2015年2月13～16日
– サウサンプトン大学、エクセター大学との情報交換



（私見）実際のところ、海外での実務
はどんな感じ？

• ポリシーの策定 ≒ 蔵書構築方針
– リポジトリに入れられるデータの種類を決める
– 収集対象かどうかの判断を誰がするのか？

• 普段の仕事は、メタデータの付与が中心
– 電子資料相手の目録業務？

– 対象とするデータの分野によって、メタデータ項目が
変わる？

• 入力のための仕様書、マニュアルの整備が重要。

• 利用のためのガイダンスなど



論文付随データの公開勧誘方法の検討

• WG委員所属大学等（千葉大、岡山大、極地
研）のコンテンツ収集活動にて検討中。

– 学術雑誌論文のリポジトリ搭載依頼時にメール
勧誘を行う

• 千葉大学にて試行開始（2015年2月～）

– 紀要論文の投稿受付時、個別に勧誘を行う

• 極地研にて試行開始（2015年2月～）



推進委員会で検討すべきこと

 ポリシー
 機関におけるデータ管理ポリシー
 Funding Agencyとの相互理解、情報共有

 システム
 研究ワークフローを視野に入れたシステム開発
 研究成果の先取権や透明性を担保

人材育成
 専門職員の育成
 図書館員とURAとの連携

2015年3月現在までのまとめとして、
オープンサイエンスに関する機関リポジトリの現状と展望 ：
http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/3kai/3_openscience_
shiryou_1_3.pdf



アプローチの違い

• 研究者は・・・
– 最初にデータありき
– 博物資料、観測・研究データを元に、論文やデータを作成

• 図書館員は・・・
– 最初に論文ありき
– 論文の根拠としてのデータのみを意識しがち
⇒ データの一部しか捕捉できず、研究者には使いにくい

林立するリポジトリ、散らばるデータ
→ 相互運用性の不存在



先行事例は、意外と近くにある

• 現状は・・・
– 論文 → 図書館

– 研究データ → 研究者（コミュニティ）

– 博物資料 → 博物館＋研究者（コミュニティ）

• 図書館の外に目を向ければ、モノのデータ化、
リポジトリでの取り扱いの事例は存在する
– 研究データも博物資料も、最初にモノありき

– 研究フローに沿った運用？



機関リポジトリの役割を振り返る

• “...a set of services that a university offers to 
the members of its community for the 
management and dissemination of digital 
materials created by the institution and its 
community members.”
– 大学とその構成員が創造したデジタル資料の管

理や発信を行うために、大学がそのコミュニティ
の構成員に提供する一連のサービス

Clifford A. Lynch. "Institutional Repositories: 
Essential Infrastructure for Scholarship in the 
Digital Age" 2003



将来的な目標

機関リポジトリの定義も踏まえて、

– 論文 → 図書館

– 研究データ → 図書館＋研究者（コミュニティ）

– 博物資料 → 博物館＋研究者（コミュニティ）

博物資料等も含めた、横断的な情報管理体
制モデルの構築
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